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研究成果の概要（和文）：深層構造としての教育文化の概念を仮説的に整理してそれを提唱する

とともに、学校建築、教室、学校給食、学校掃除、制服、子ども服、学校行事、博物館、教員

教育・学習メディアとしての音声言語・文字言語、黒板などの教具、学習具等のモノ・コトに

着目して、いくつかの外国と日本における教育事象の比較考察を行い、それぞれの国における

深層構造としての教育文化を明らかにしようとした。 
 
研究成果の概要（英文）：The concept of educational culture as deep structure has been 
hypothetically examined and suggested.  Comparative researches with viewpoints of 
materials and events in education, such as school architecture, classrooms, school lunch, 
school cleaning, school uniform, children's clothes, school events, museums, oral/written 
language as instruction/learning media, teaching tools including blackboards, and learning 
tools, have been conducted and educational cultures in Japan and several counties have 
been clarified. 
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者および研究分担者は、これまで、
学校建築、黒板などの教具、文具、制服、文
化祭などの学校行事、学校給食、学校掃除、
教育・学習メディアとしての音声言語・文字
言語などのモノやコトに着目して、自らの得
意とする外国と日本の教育について比較研
究を行ってきた。また、研究代表者は、「習
慣化による受信濾過」という概念を使い、あ
る国の教育文化のうち極めて本質的な事項

が、あまりにも日常的であるゆえに、当事者
には意識されず、文献にも残りにくい状況に
ある中、モノとコトに着目することと、比較
考察を行うことによって、その受信濾過を除
去することができると指摘した（「『モノ』『コ
ト』による比較教育史の可能性―学習具の歴
史を事例に―」、教育史学会 50 周年記念出版
編集委員会編『教育史研究の最前線』日本図
書センター、2007 年）。その中で、教育事象
や教育文化に中には、時代の変化に敏感に常
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に変化しているものと、100 年単位でみても
変化の様子が緩慢なものがあることがあり、
後者のもつ影響力が前者より大きいのでは
ないかとの仮説を持つにいたった。 
 
２．研究の目的 
 現在の教育改革や教育実践改善の課題と
展望を考察する基盤とするために、まず、教
育におけるモノ・コトに着目し、(i)日本と他
国との教育実態を比較考察・歴史考察によっ
て明らかにし、かつ、(ii)教育制度・思想、教
育実態・慣行といった表層構造に通底する深
層構造としての教育文化を解明することを
目的とする。 
 
３．研究の方法 
 各研究分担者の得意とする国におけるモ
ノ・コトのうちもっとも関心のある事項を選
び、そのことについて、比較考察を行う。次
に各自が表層構造と深層構造における教育
文化を仮説的に想定する。そして、全体の研
究会で、比較考察の結果を発表すると同時に
深層構造における教育文化とは何かを意見
交換する。その結果に基づいてふたたび各自
で深層構造としての教育文化を想定し直し、
各担当の国と日本との比較考察を深める。こ
れを数回繰り返して、深層構造としての教育
文化の概念を整理するとともに、日本と担当
国における深層構造としての教育文化を明
らかにしていく。 
 
４．研究成果 
 研究成果のひとつは、各研究分担者が行っ
た国別の研究・考察に基づき、深層構造とし
ての教育文化の概念を整理したことである。 
 まず、「深層」「表層」という表現は、相対
的な呼称であり、「深層」と「表層」の境界
があるわけではない。また、「構造」とは、
日常化による受信濾過を受けて意識される
ことが多いものの、当事者の教育観や教育・
教育行動に大きく影響を与えている枠組み
を指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 深層構造としての教育文化を時間軸的展
開で表現したのが図１である。表層に位置す
る教育実践は時代の変化とともにめまぐる

しく変化するが、50年～100 年の期間を俯瞰
すればほぼ同じような深層構造が存在する。
さらに何百年という期間で俯瞰すれば、さら
に深い層にあるほとんど変化しない構造が
ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 深層構造としての教育文化を空間軸的展
開で表現したのが図２である。表層において
は、隣接する国の間で著しく異なる教育事象
であっても、文化圏レベルに俯瞰してみると
共通点が多いことがある。それが空間的な深
層構造としての教育文化であり、さらに深部
にあることが想定されるのが人類共通の普
遍的な教育文化である。 
 もうひとつの研究成果は、この「深層構造」
という概念を用いて、各研究分担者の得意と
する国における「モノ・コト」から考察でき
る教育文化を明らかにしたことである。 
 たとえば、教育・学習場面における音声言
語・文字言語の果たす役割に注目すれば、中
近世、近代、現代と時代が変遷するにつれて、
毛筆、石筆、鉛筆、シャープペンシル、半紙、
石盤、練習帳、コンピュータ等、表層にある
教育テクノロジーがめまぐるしく変化した
が、文字依存性の強い日本語に根差した深層
構造としての教育文化はほとんど変化せず、
中近世でも現代でも、無意識のうちに文字を
多用する教育・学習慣行が他国との比較によ
って確認される。さらに、明治初期、近代的
学校教育制度の模範とした西洋の学校建築
には存在した recitation room（暗誦室）が、
その情報が入手されながらも日本には導入
されなかったことも、音声中心ではなく文字
が重視される深層構造としての教育文化が
作用しているものと考えられる。 
 また、学校給食は、日本、ハワイ、韓国い
ずれの国にも存在するが、それを規定する深
層構造としての学校文化を分析すると、日本
とハワイとの比較では、ハワイの給食は福祉
の一環として位置づけられているのに対し、
日本の給食は教育の一環として行われてい
る。両国とも近年、食育の観点がとりいれら
れているが、前者は回数や機会が限定されて
いるのに対し、日本では給食時間以外の教科
学習にも広がりを見せているとこにも違い

図１ 深層構造としての教育文化 時間軸的展開 

図２ 深層構造としての教育文化 空間軸的展開 



 

 

が見出せる。一方、日本と韓国は、両国とも
教育の一環として位置づけられている点は
似ているが、韓国の場合、給食当番の役割が
限定的であったり、食べ始め、食べ終わりの
時間が個人によってまちまちであるのに対
し、日本の給食は望ましい集団を通して給食
の準備をしたり食事を楽しんだりすること
を重視しているといった違いが見出される。
同様の深層構造としての学校文化の差異は、
日韓の学校掃除の比較考察からも考察でき
る。 
 このほか、わが国の学校観・学習観の深層
には「質朴堅牢」主義が横たわっていること、
博物館の建物や立地そのものにも深層構造
としての教育文化が読み取れること、セーラ
ー服や子ども服の変遷や導入にあたって深
層構造としての教育文化が作用しているこ
と、オーストラリアの海峡島嶼民の文化が現
代の学校文化に根付いていること、日米にお
ける教員の職務分担の在り方の違いからそ
れぞれの教育文化の特質が見出せること、な
どが明らかとなった。 
 なお、これらの研究成果は、冊子体の『研
究談叢比較教育風俗』第 11 号、全 191 頁、
平成 22(2010)年 3 月 25 日、および『研究談
叢比較教育風俗』第 12 号、全 187 頁、平成
23(2011)年 3 月 25 日）として刊行されてい
る。加えて、その内容は PDF 化され、
http://educa.lit.osaka-cu.ac.jp/~soeda/
nakami/papers_pdf/papers_pdf.html  で一
般公開されている。 
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